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は じめ に

　開敷華王如来は 、 胎 蔵界曼荼羅の 中で は 四方四仏 中、 南方に 位置する 尊格で

ある 。 胎 蔵界曼奈羅の 中心 を担 う尊格群 の 一 員で あ り、
一 方 向を司 る主要 な尊

格 に もかか わらず 、 そ の 系統 、 性格は は っ き りしない
。

　開敷華王如来は梵名を サ ン ク ス ミ タ ・ラ
ー

ジ ャ
・イ ン ドラ （Sarpkusumita −

rajendra ） と言い
、 その 名が示す通 り華 の 開敷 をイメ

ー
ジ した尊格 で ある 。 漢訳

で は開敷華王 、 開花王 、 華 開敷 と訳 され 、 三矩蘇弭多 、 僧姑蘇密多と音写 され

る。 チ ベ ッ ト語で は開敷華王 自在 （me 　tog　kun　du　skyes 　pa　rgyal 　pobi　dbah　po）

と訳 され る 。 同尊は 、 『大 日経』で は 、 「具縁 品」 と 「入秘密曼荼羅位品」の 両

品 に説かれ る が 、 『金剛頂経 』以 降に は 見 られ ない
。 『大 日経』「具縁 品」で は 、

宝幢如来 、 無量寿如来 、 不動 （阿閼）如来 と共に 説かれ 、 「入秘密曼荼羅位品」

で は 、

一
切 世間最尊特 身を中心 と した八 葉蓮華 中に 説か れ る 。 こ の よ うに 『大

日経』に説 く諸 尊の 集会に おい て 中心 的な役割 を担 う尊格で あ る 。

　また 、 『大 日経疏』で は 、 開敷華王 如来は 「娑羅樹王 華開敷」 と呼ば れ る註ω 。

こ の 記述 は 開敷華王 如来 を論 じる際 、 しば しば重 要視 され て い る fa〔2）。

　我が 国 に お ける真言 宗 に伝 わ る胎 蔵 法で は、 印相 を金剛 不壊 印 と し 、 真言 は

「南麼 三曼多勃駄喃　鑁縛　莎縛訶」 と伝承 され る 。 さ らに図像表現 と して 現

図曼荼羅で は 、 左手袈裟角 を持 ち 、 右手 は施無為印で 表わ され る註（3｝。

　言 うまで もな く、 密教及 び我が 国の 真言宗に と っ て 無視で きない 重要 な尊格

の うちの 一 尊 で ある 。 しか し密教儀軌に お い て 開敷華王 如来が 説か れ る こ とは

希で ある 。 密教儀軌の 中で 同尊の 登場回数は
、 他の 四方四 仏に比 べ 圧 倒的に少

な い
。
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開敷華王 如来を説 く密教経典

　開敷華王 如来が 説かれ る密教経典 を挙げて み れ ば
、 「

一
字仏頂輪王 経』 『金剛

手灌頂 タ ン トラ』 『大 日経』等 、 ほ ん の 僅 か で しかな い
。 現 在 まで に知 り得 る

開敷華王 如来の 登場する密教経典 を示せ ば 、 次の 如 くで ある 。

　　  『仏説聖寶蔵神儀軌経』

　　  『三 種悉地破地獄 轉業障出三 界秘 密陀羅尼法』

　　  『念誦結護法普通諸部』

　　  『文殊師利法寶蔵陀羅尼経』

　　  『文殊師利寶蔵陀羅尼経』

　　  『一 字仏頂輪王経』

　　  『金剛手灌頂 タ ン トラ 』

　　  『大毘盧遮那成仏神変加持経』

　　  『悪 趣清浄 タ ン トラ』 （SarvadurgatipariSodhanatantra）

　　  『文 殊師利根本儀軌経』 （ManjuS・imnlakalpa ）

　  『仏説聖 寶蔵神儀軌経』二 巻 宋法天 訳 （大正 21p ．34g ）は、 儀軌 を持誦

　　する法と して曼荼羅 を作 り、 供養 し、 供献の 物 を明か す もの で あるが 、 こ

　　 の 中 に東方 開敷華王 如来が説か れ る 。

　  『三 種悉地破地獄 轉業障出三 界秘密陀羅尼法』
一 巻 唐善無畏訳 （大正 18

　　 P．911c）

　　　善無畏の 訳 とされ るが 、 中国の 経録 に も記載 され ず、 入唐八 家の 将来録

　　 に も見 られ な い
。 金胎両方の 要素 を合 わせ 、 また道教 や陰陽道な どの 中国

　　 の 影響 を受けた偽経で ある 。

　   『念誦結護法普通諸部』
一 巻 唐金剛智述 （大正 18p ．904c）

　　　金剛智 が 潅頂 の 弟子 に授 けた と され るが 、 中 国 の 経録 に も記載 されず 、

　　空海 ・円仁 ・円珍等 も将来 して お らず 、 明 らか に偽作で ある 。 唐 末中国密

　　 教の 成立 と見 られ る 。

　  『文殊師利法寶蔵陀羅尼経 』
一 巻 唐菩 提流 支訳 （大正 20p 。796a − b）

　　 は 、 陀羅尼の 効果 を高め るた めの 十一 尊 を礼拝の 対象 と して お り、 そ の 中

　　 に開敷華王如 来が存在す る 。
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  『文殊師利寶蔵陀羅尼経』
一

巻　唐菩提流支訳 （大正 20p ．804c ）は   の

　 異訳 で ある 。 内容 は  よ り多少詳 し くな っ て い る 。

  『一 字仏頂輪王経』五 巻 唐菩提流志 訳 （大正 1gp ．2n7c） は、 「大法壇 品」

　 に お い て 曼荼羅が説かれ る 。 こ の 曼荼羅の 東方の 第二 院 に 説かれ る 四尊が 、

　 「大 日経』「具縁品」 に説かれ る 四仏 と一 致す る こ とか ら、 『大 日経』系曼

　 荼羅に影響を与えた曼荼羅 と して 注 目され る もの で あ る 。

　　類 本 と して 、 『菩提 場所説
一 字頂 輪王 経』五 巻 （大正 19 唐 不空訳） 「五

　 仏頂三 昧陀羅尼経』四 巻 （大正 19 唐　菩提流 志訳）が あ る 。
こ の うち 、 開

　 敷華王如 来 を含 む曼荼羅 を説 く 「大法壇 品」 は 、 対応す る 個所 が類本 に は

　 存在せ ず 、 成立 に関 して 若干の 疑問が残る 。 なお チ ベ ッ ト訳は存在 しない
。

  『金剛手灌頂 タ ン トラ 』註（4 ）は漢訳 され た 形跡 が な い
。 酒 井真典博士 に よ

　 り、 『金剛手灌頂 タ ン トラ』 と 『大 日経 』との 関係が 指摘 され：t（・r，・）、 注 目 さ

　 れ た 。 開敷華王如来は曼荼羅等 、 主 に四方 四仏 と して 説かれ る 。

　　 『金剛手灌頂タ ン トラ』 に現れ る開敷華王如来は次の 五 箇所で あ る 。

  『大 日経 』七 巻 唐善無 畏
一

行訳 （大正 18p．1 ）で は、 「具 縁 品」 「入 秘

　 密 曼荼 羅位 品」 の 両 品 に開敷 華王 如 来 が 説 か れ る：E（6）。 「具 縁 品」 に於 て 曼

　 荼羅建 立 の 前 供養 と して 説か れ 、 「入秘密曼荼 羅位 品」で は 、

一
切世間最

　 尊特 身 を中心 と した八 葉 蓮華 の なか に説 か れ る。 開敷華王 如来 は 、 両品 と

　 も四方四 仏 と して 説かれ て い る 。

  『悪趣清浄タ ン トラ』註（7）に お い て 、 開敷華王如来 （と思 われ る）を説 く個

　 所 は 、 チ ベ ッ ト訳 の 旧訳 の み に 見 られ る 。 新訳 に 相当す る サ ン ス ク リ ッ ト

　 テ キス トや漢訳 に は 見 られ な い
。

　　 こ こ で は普 明毘盧 遮那 を中心 と した 曼荼羅 を説 き、 四 仏の 中に開敷華王

　如来の 名が見 られ る 。 しか しチベ ッ ト訳で は 「花」 と しか記述 され ず、 後

　 の 解釈が 必要 となる 。 なお 、 『悪趣 清浄 タ ン トラ 』 に 説か れ る 開敷華王 如

　 来 を含 めた四仏 は鳥獣座 に座 して お り、 明 らか に 「金剛頂経』系で ある と

　 され 、 開敷華王如来の 名称の み残 っ た とする註（8）
。

  『文殊師利根 本儀 軌経 』註飢 こお い て 開敷華王 如 来は 重 要 な尊格 と して 曼

　荼羅中 、
パ タ （画像）等 、 多数登場す る 。 詳細 につ い て は拙稿 「Mafiju≦ri−

　mUlakalpa に お ける開敷華王 如来」（「密教学研究亅第三十四 号掲載予定） を御

　覧頂 きた い
。
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　こ の よ うに 、 開敷華王如 来 を説 く経典の リス トの 中か ら偽経 を除 くと 、 そ の

数は さ らに少な くな り、 極め て 限られ た経典 に しか その 姿を確認で きない
。

　こ れ ら諸経 に説か れ る 開敷華王如来 を 、 （1）訳 語 　（2＞文 殊菩薩 との 関係 、 （3）

四方 四 仏 、 （4）娑羅樹王 との関連、（5）真言 の 五 つ に分 け 、 開敷華王 如来の 具体

相を見て み たい
。

　（1）訳語の 問題

　開敷華王 如来の サ ン ス ク リ ッ ト語表記 は ［sarpkusumita −raja −indra］で ある

が 、 それ に対応す るチ ベ ッ ト語表記 、 漢訳表記 と も
一

定 して い ない
。

［a］『文殊根本儀軌経』で は 次の 訳語が与 えられて い る 。

　　　　　チ ベ ッ ト語訳者　　tr：T．Kum5rakalaSa ，蕊kya　blo　gros　11 世紀初頭

　　　　　漢訳 者　　　　　 宋代　天息災訳 （A ．D 、986 ）

salpkusumi 七a−raja −indra   me 　tog　kun　du　skyes 　pa　rgyal 　pobi 　dbah 　po 開華王如来

  me 　tog　yan 　dag　Par　skyes 　pa阜i　rgyal 　po

（）me 　tog　yan　dag　Par　skyes 　pabi　dbah　pobi　rgyal 　po

  me 　tog　yan 　dag　par　skyes 　pahi　rgyal 　pobi　dbah 　po

  me 　tog　kun　tu　skyes 　 pa紅i　rgyal 　po

muni 　salpkusumahvaya   me 　tog　kun　skyes　pa

samkusumita　　●

（第二 章　真言 中） 音写語 音写語

　現在まで の とこ ろ 、 開敷華王如来 の 尊名の サ ン ス ク リ ッ ト語表記が確認で きる も

の は 『文殊師利根本儀軌経』の み で ある 。 チベ ッ ト語訳 を見る と何種類かの 表記が

認め られる 。     は第
一
章に認め られ 、 ◎は第

一
章 ・第四章 ・第六章、   は第二 章 ・

第五章 ・第八章 、 ◎は第三十四章、   は第三十七 章にそれぞれ認め られ る 。

［b］『金剛手灌頂 タ ン トラ』で は次の 五 種類の 訳語が 認め られ る 。

  me 　tog　kun　tu　rgyas 　pabi　rgyal 　po垣i　dbafi　po
  me 　to9 一 虹i　rgyal 　pobi　dbah　po

  me 　tog　kun　du　rgyas 　pa

  一 rgyal 　bahi　dbah　po

  me 　tog　kun　du　rgyas 　pabi　dbah　pobi　rgyal 　po

十方仏中

曼荼羅

瓶水潅頂

画像

諸如来の印
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チ ベ ッ ト語訳者

　 　 　 　 　  

　 　　　 　  

　 　　　 　  

　 　 　 　 　  

tr：Silendrabodhi／Ye 　Ses　 sde

r大 日経』の   、『大 日経 広釈 亅に 同 じ

≦in　tu　rgyas 　pa 冨 salpkusumita 　cf．　Tib．−Skt．Dic．

『大 日経 」の  
me 　 tog　 cher 　 rgyas ； sa 叩kusumita （？）　 cf．　 Tib，−

SktDic．

　 『金剛手灌頂 タ ン トラ』で は 開敷華王 如来の 登場 は五 個所認 め られ る 。 開敷

華王 如来の 登場 す る箇所すべ て の 訳語 に相違 が あ る 。   は十方仏 の
一員 と して

説 かれ る が 、 そ の 訳語 は 『大 日経』の 「入秘密 曼荼羅 位品 」の 訳 語 と同 じで あ

る 。   は 「大 日経』厂具縁 品」に同 じである 。

［c］『大 日経』 で は二 個所 に 登場す る が、   は 『金剛手灌頂 タ ン トラ 』の   の

訳語に
一
致 し 、   は 「大 日経広釈』「金剛手灌頂 タ ン トラ』の   に相 当す る 。

　　　 『大 日経』チ ベ ッ ト語訳者　tr：Silendrabodhi！dpal　brtegs　9 世紀初頭

　　　　　　　 漢訳者　　　　　唐代　善無畏

「具縁品」

「入秘密曼荼羅位品」

  me 　tog　kun　rgyas

  me 　tog　kun　tu　rgyas 　pabi　rgyal 　po摯i　dbah　po

華開敷

開敷華王

  『金 剛手灌頂 タ ン トラ』の  

  『大 日経広釈』、 『金 剛手灌頂 タ ン トラ 』の   に 同 じ

　（2）開敷華王 如来と文殊菩薩

　開敷華王如来は 、 『文殊 師利根本儀軌経』及 び 『金剛手灌頂 タ ン トラ』の 両

経 にお い て 、 文殊菩 薩 との 強 い 関係 が 見 られ る 。 まず 、 『文殊師利根本儀軌経』

で は 、 開敷華 王 如来 の 登場す る 多 くの 章 に お い て 、両尊 の 関係 は 見 る こ とがで

きる 。 と くに 第
一

章に お い て 開敷華王 如 来 は 文殊 菩薩 の 本 国 主 と して 描写 さ

れ て い る の は興 味深 い 。 こ れ まで 重要 な尊格 に もか か わ らず 、 ほ とん どそ の 素

性の 知 られ なか っ た 同尊の 系譜 を伺い 知 る 一 面が示 され て い る 。 また 、第四章

以 降に 説か れ る パ タ と呼 ばれ る 尊像 画 にお い て も、 開敷華王如 来 と文殊菩薩

の 関係 を見 る こ とがで きる 。 さ らに第六 章 にお い て は 文殊菩薩 を中心 と した

数尊 か ら な る画像 にお い て 、そ の 関係 は顕 著で ある 。 そ の 他 、 本経後半 に も開

敷華王 如来 に 数個所言 及するが 、 や は り両 尊の 関係 を読み取 る こ とが で きる 。
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この よ うに 、 「文殊 師利根本儀軌経』にお い て 開敷華王如来 と文殊菩薩の 関係

が明確 に示 され て い る 。

　 「文殊師利根本儀軌経』第
一

章 よ り要約

　浄居天上 に居る釈迦牟尼世尊が 、 浄居天衆の 求め に 応 じ、文殊 の 儀軌 を説 く。

釈尊 は清浄境界破暗光明と名 く三摩地 に住す。 す る と釈尊の 眉 間か ら光が 発 し、

東北方 の 開華世 界 に入 っ て 、 開華王 如 来の 童子で ある 文殊菩薩の 頭頂 に 入 る 。

こ の よ うに して 文殊は この 光 に よ り、 釈迦 の と こ ろ に行 くこ と を願 い
、 開華王

如来は文殊の 願い を許 して 、 文殊の 根 本真言 、 内心真言 、 外 心真言 を授 け る 。

そ して 娑婆 世界浄居天 上 に到 り広 く是 を解説せ よ と命ず るの で ある 。 そ して 、

文殊 が そ こで 禅定に 入 る と 、 四方 に 仏菩薩が 充満す る 。 開華王 如来 は 文殊 の こ

の 入定を讃 し、
こ の 定は十地の 菩薩 も入 る こ とがで きない と述 べ る 。

　また 『金剛手灌頂タ ン トラ 』に おい て も開敷華王 如来 と文殊菩薩 の 関係 は強

い
。 「金剛手灌頂 タ ン トラ』で は 、 『文殊師利根本儀軌経』に見 られ た の と同 じ

よ うに 、 文殊菩薩の 本国主 と して 開敷華王如 来が描写 され る 。

　 『金 剛手灌頂 タ ン トラ 』序 品 に お い て 、 他 化 自在天 に住する 毘盧遮 那 は 、

「
一

切 の 菩薩 を正 し く歓発す る」 と名付け られ た光線 を発 し 、 そ の 光線 は十方

諸如来の 世界 に 達 す る 。 南方世界主 開敷華王如 来の も とに い る文殊 菩薩は毘盧

遮那の も とに 行 くこ と を願い 真言 を授か る 。

　こ の 両経 の 場面設定を表せ ば次 の よ うで ある 。

　　　 『金剛手灌頂 タン トラ』序品

教主　　　毘盧遮那

『文殊師利根本儀軌経』第一章

　 釈迦牟尼

方 向 南方 東北方　開華世界

住 処 他化 自在天 浄居天

世界主　　開敷華王如来 開敷華王 如来
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菩薩 文殊菩薩 文殊菩薩

光明
一

切の 菩薩 を正 しく勧 発す る

と名付 く光線 を発する

　 ↓

大光線 を感 じる

　 ↓

開敷華王如来 よ り

真言 を授 か る

　 ↓

毘盧遮那 の もとに 出発 す る

清浄境 界破暗光 明 と名付 く

大光線 を発 する

　 ↓

大 光線 を感 じる

　 ↓

開敷華王 如来 よ り

真言 を授か る

　 ↓

釈迦 の もとに 出発 する

　開敷華王如来の 方向性は 、 『文殊師利根本儀軌経』が東北方を示すの に対 し 、

『金 剛手灌頂 タ ン トラ 』 は南方 とあ り相違 して い る が 、 開敷華王 如 来 と文殊菩

薩 の 関係や 場面設定が 類似 して い る こ とは 、両経の 関連 を示 唆す る もの で あ ろ

う。 また 『金剛手灌頂 タ ン トラ』 に も開敷華王 如来 と文殊菩薩 の 二 尊を中心 と

した画像が説かれ るが 、 両尊を 中心 と した画像 は 、 現在 まで に 両経 以外知 られ

ない 。 この こ とか ら も 、 両経の 関係が伺 われ る 。

　なお 、 『仏説聖寶蔵神儀軌経』 に お い て も、 文殊菩薩の 本 国 を開敷華王如 来

の 国 とす る設定が 見 られ る 。

　（3）四 方四 仏の 中に 見 る開敷華王如来

　開敷華王 如来 は多 くの場 合四 方四 仏註   の
一

員 と して 説か れ る 。 四方四 仏 中で

同 尊 を 説 く経 典 は 『一 字 仏頂 輪王 経 』 「大 法壇 品」、 『金剛 手灌頂 タ ン トラ 』、

『大 日経』 「具縁 品」「入秘密 曼薬羅位 品」、 『文殊 師利根本儀軌経』「第二 章」で

ある 。

　開敷華王如来 の 位置は四 方中南方に 指示 され る され る こ とが 多い が 、 南方 と

の 関係は今の とこ ろ は っ き りしな い
。 「文殊 師利根本儀軌経』 で は 東方 と指定

され る 。

まず 、 「文殊師利根本儀軌経』で は 、 第二 章の 土壇曼荼羅 中に 説かれ る 。
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密教経典 に説かれ る 開敷華王如来につ い て （飯塚）

　本経 は数種類の 土壇 曼荼羅 を説 くが 、第二 章で は本経に説か れ る 曼荼羅の う

ち最大規模の もの が説か れ る 。
こ の 曼荼羅は釈 迦牟尼 を中尊 と して い るが 、 釈

迦牟尼の 下 に 楼閣中の 文殊菩薩 を描 き、 文殊菩薩 を 中心 に形成 され た曼荼 羅 と

もい える 。

　こ の 曼荼 羅の 基本構 ：造は 、 内院、 第二 院 、 第三 院 の 三重 を持 ち 、 仏部 、 蓮華

部 、 金剛部の 三 部族 を中心 と して 説かれて い る 。 テ キ ス トの 諸尊 の 位置 を示 す

記述 は明確で な く、 テ キ ス トの 記述の み に よ り具体的に作 画す る こ とは難 しい

　laゆ．

　内院は 、 釈迦 牟尼 を中心 と して 、 釈迦の 右辺 に観音族 、 左 辺 に金 剛族 の 諸尊

が説 か れ 、 十六 菩薩 、 五 菩薩 、 八 仏頂等の 諸尊 が取 り囲む 。 そ して 、 開敷華王

如来 、 宝幢如来 、 無量 寿如 来 の 主 要 仏 が 説か れ る 。 釈迦 の 下 に は 、 文殊菩薩が

楼 閣の 中 に住 して い る 。 第二 院に は 、 色界 ・欲界の 諸天子が囲繞 し、 第三 院 に

は 、 ヒ ン ドウ ー の 諸尊 、 星宿が囲繞する 。

　開敷華王如来が 説か れ る部分は 、 内院の 諸尊 を
一

通 り記 述 し終わ り、 四 方に

塔 門 を描 き、 第二 院の 諸尊 を描 く前に 見られ る 。 開敷華王 如来の 他 に 、 無量寿

如来 、 宝幢如来が説かれるが 、
こ れ ら三尊は 胎蔵曼荼羅 に 見る四 方四 仏中の 三

尊 に
一

致 し、 その 関係が示唆 され る もの で あ る 。

　当所 に 見 られ る開敷華王 如来 、 無量寿如 来 、 宝幢如来 らの 主要仏は 、 三 尊の

み の 記述 、 ある い は方向性 が不明確 な ど未整理 で は あ る が 胎蔵系 曼荼 羅の 四方

四仏 を強 く予想さ る 。

「文殊師利根本儀軌経』の 尊格グル ー プ

東方　開敷華王 如来

　　　宝憧如来

　　　無 量寿如来

　次に 、 『一 字仏頂輪王 経』「大法壇 品」 に お い て 曼荼羅が説か れ る 。
こ の 曼荼

羅の 東方の 第二 院 に説 か れ る うちの 四 尊が 、 『大 日経』「具縁 品」に説かれ る 四

仏 と
一 致 す る こ とか ら 、 『大 日経』系 曼荼羅 に 影響を与 えた 曼荼羅 と して 注 目

され る もの で あ る 。

　類本 と して 、 『菩提場所説一字頂輪王経』五 巻 （大正 19 唐 不空訳 仏頂系儀

軌の 中で も最 も整 っ た もの で ある） 『五 仏頂三 昧陀羅尼経』四 巻 （大正 19 唐　菩提
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流 志訳 〉が ある 。
こ の うち 、 開敷華王 如来 を含む曼荼羅 を説 く「大法壇 品 」に対

応 する 個所 は 、 類本 に は存在 しない 言抽 。

　 『一 字仏頂輪王経』の 四 仏 は第二 院の 東方の 隔 に 説か れ 、 四 方にそ れ ぞ れ 位

置 して い る わ けで は な い
。 四 仏の 名そ れ ぞれ に 東方 ・南方等 、 方向が明記 され

る だけ で ある 。 私見 に よれ ば、 こ の 方向の 明記 は 、 漢訳者 （菩提流支）に よ る後

の 付加に よる もの と思わ れ る 。

　 こ の 中 、 南方 開敷華王 如来 と記述 され る。

　 『
一

字仏頂輪王経』の 四仏

　　東方　宝星 （宝幢）如来

　　南方　開敷華王 如来

　　西方　無量光如来

　　北方　阿闕 如来

　次 に 、 『金 剛手灌頂 タ ン トラ』 に説か れ る四 仏説は
、 十方仏 、 八 方仏 、 ある

い は方 向性 の示 され な い 八 尊 の 尊格 グル ー プの 中に 説かれ て い る。 四仏 以 外の

尊格は 、 過去仏で あっ た り、 普賢 、 弥勒等 、

一
様で ない

。 しか し、 四仏 だ け見

た場合 、 方向性 、 尊格 の 名称 は
一

致 して お り確 立 して い る 。 こ の よ うに 『金剛

手灌頂 タ ン トラ 』にお い て 、 開敷華 王如 来は確 立 した 四 仏体系 の 中に組み 込 ま

れ て い る の が分 か る 。 こ こ で は 開敷 華王 如来 は 、 すべ て 南方仏 と して 指定 され

る 。

　開敷華王如 来が 『金剛 手灌頂 タ ン トラ 』の 中で 四 仏 と して 登 場す る の は次 の

箇所で ある 。

　a，十方諸如来

　b．曼荼羅

　c．瓶水灌頂

　d．諸如来の 印 ・真言

　 まず、 a．十方諸如 来の 箇所で は
、 毘盧遮那 よ り発せ られ た光明に よ り、 十方

諸如来の 元 に い る諸菩薩が 、 如来の 許 しを得て 毘盧 遮那 の 所へ 出向 く場 面で あ

る 。
こ の 十方の 如来は宝幢を始め と した 四如来 と北東持最勝宝 、 東南吉祥 、 南

西 大金剛幢 、西 北 美声、 下 方清 浄宝蓮華 、上 方勝 者生 で あ る 。 こ の うち 、 開敷

華王 如来 の もとに い る菩薩が 文殊 菩薩 で ある こ とは興 味 深 い 。 なぜ な ら 、 『文

殊師利根本儀軌経』第
一

章に お い て 、 開敷華王如来は文殊菩薩の 世界主 と して
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　密教経典に 説かれ る 開敷華王 如来 に つ い て （飯塚）

描写 され て い るか らで ある 。

　b．は 曼荼羅に お い て 中尊 を取 り囲む 四方四仏 と して 説か れ 、 隅方に は尸棄如

来 、 毘婆尸如来 、 毘舎浮如来 、 倶留孫如来の 過去仏が説かれ る 。

　c．は瓶水 灌頂 の 場 面で あ る が 、 四 仏 と普賢、 除一 切蓋障 、 弥勒 、 地蔵の 諸尊

に よ っ て加持 され た瓶水 で もっ て 灌頂 を行うとい うもの で ある 。

　d．は 多数の 諸如来の 印 と真言 を説 くもの で あ る 。

　先述 の よ うに、 『金 剛手 灌頂 タ ン トラ 』 に数個所 説か れ る 四 仏 は
一

定 して い

る 。 しか し、 その 他の 同時 に 説か れ る諸尊 につ い て は 、 過去仏 で あっ た り普賢

r金剛手灌頂タン トラ』 に見 られ る四仏

　 　 　 a ，

　ナ方諸如来

ぐ第
一巻 P．434、8丿

　 　 　 b．

　 曼茶羅作画

‘第三巷 P ．442 、 69丿

　 　 　 o．

　 瓶水潅頂

r方向催無 し♪

讎 四巻 P。448、80丿

　 　 　 α

　 諸 如来の印

　‘方向性無 し丿

儚 九巻 旦 467、240丿

東方 宝幢

rin　cen 　t。9

宝幢如来

rin　chen 　 me 　to9

宝幢

rin 　po　che 　me 　to9
宝幢

rin 　po　che 　to9

南方 開敷華王 如来

訳語 

開敷華王 如来

訳語 

開敷華王

訳語 

開敷華王如来

訳語 

西方 無量光

hod　dpag　med

無 量光如来

hod　dpag　med
無量光

hod　dpag　med
無量光

hod　dpag　med

北方 不動

mi 　hkhrugs　pa

不 動如来

mi 　hkhrugs 　pa

不動
mi 　hkhrug5　pa

不動如来
mi 　hkhrugs　pa

北東 持最勝宝 尸棄如来 普賢 尸棄

東南 吉祥 毘婆尸如来 除
一

切蓋 障 毘婆尸

南西 大金剛幢 毘舎浮如来 弥勒 毘舎浮

西北 美 しい 声 拘留尊如来 地蔵 拘留尊

下方 清浄宝蓮華 その 他 ＊ 1

ま 方 勝者生

＊ 1 大転輪の 頭 仏 頂　眼 輪 吉祥印　臍 足
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を始 め と した菩薩で あ っ た りと
一

様で ない
。 固定 され た四 仏 に 、 そ の 修法や 理

念 に応 じた尊格を要求 した の だ ろ う。 逆 に 言え ば 、 それ だ け 「金 剛手灌頂 タ ン

トラ』に お い て 固定 され た 四仏 は 重要性 を持つ
。

　 『金剛手灌頂 タ ン トラ』 に説かれた四方四 仏は 、 次 に続 く 『大 日経』「具縁

品」 に 受け継がれ る こ とに なる 。

　 「金剛手灌頂 タ ン トラ 』 に説か れ る四仏

　　　 東方　宝幢

　　　 南方　開敷華王 如来

　　　 西方　無量寿

　　　 北方　阿闕

　次 に 、 「大 日経』で は 、 「具縁 品」「入秘密 曼荼羅 位品」 の 両 品に 開敷華王 如

来 は説 かれ る 。

　 「具縁 品」 に於て 曼荼羅建 立の 前供養 と して 説か れ 、 「入 秘密曼荼羅位品」

で は 、
一 切世 間最尊特身を中心 と した八 葉蓮華の 中 に 説か れ る 。

こ の よ うに 、

「大 日経』 に 於 ける 四 方 四 仏は 、 経 中に 二 個所説 か れ る 訳 で あ る が 、 北方仏 に

変化が ある 。 「具縁品」 に 説か れ る 四 仏の 北 方仏 は 阿門 で あ り、 もう
一

方の

「入 秘密曼荼羅位品」で は天 鼓雷音が 説か れ る 。
こ の うち 、 実 際の 曼荼羅 な ど

に 図像表現 され る の は 、 後者 の 、 北方に天 鼓雷音 を配す る タイ プの 四仏で あ り、

「具縁 品」系の 四 仏を配す る 例 は 、 『胎蔵 旧図様』を除い て 伝 わ っ て い ない
。 （頼

富 本宏 『密教 仏の 研究』p．154 ）

　 開敷華王 如来 は 、 両 品 と も四方四 仏の 南方仏 と して 説 かれ て い る 。

　 「具縁 品」四 仏

　　　 東方　宝幢

　　　 南方　開敷華王如来

　　　 西方　無量寿

　　　 北方　不動 （阿閧）

　 「入 秘密曼薬羅位 品」 四仏

　　　 東方　宝幢

　　　 南方　開敷華王 如来

　　　 西方　無量寿

　　　 北方　天鼓雷音
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密教経典に説かれる開敷華王如来 につ い て （飯塚）

　 次に 、 「悪趣清浄 タ ン トラ』 に お い て 、 開敷華王 如来を説く （と思われ る ）個

所は
、

チ ベ ッ ト訳の 旧 訳の み に見 られ る 。 新訳 に 相 当するサ ン ス ク リ ッ トテ キ

ス トや 漢訳に は見 られ ない
。

　こ こ で は普明毘盧 遮那 を 中心 と した曼薬羅 を説 き 、 四仏の 申に 開敷華王如 来

の 名が見 られ る 。 しか しチ ベ ッ ト訳で は 「花」 と しか記述 され ず 、 後の 解釈が

必要 とな る 。

　以上 の よ うに 、 開敷華王如来は 四方四 仏の 中に 、 主 に南 方仏 と して 主要な位

置 を占め る。

　筆者は 、 現段階 で は次の よ うな展開 を予想 して い る。 すな わち 、 『文殊師利

根本儀軌経』「第二 章」 に お い て 主要仏 と共 に四 仏 の 観念の 中に組 み込 まれ た

開敷華 王 如来は 、 『一 字仏頂輪王 経 』「大法壇 品」 を経て 、 『金 剛 手 灌 頂 タ ン ト

ラ』にお い て 開敷華王如来 を含め た 四方四 仏 と して 確立す る 。 『金剛手灌頂 タ

ン トラ』で 確立 した 四方四仏 が 『大 日経』に 受け継が れ て 行 くの で ある 。

　なお 、 開敷華王如来を含む四 方四 仏の 表 を 、 最後に添付 して ある 。

（4）娑羅樹王 と開敷華王 如来

　 『大 日経疏』における 「娑羅樹王華開敷」 とい う記述 が 、 開敷華王 如来 の 系

譜 を探 る うえで しば しば重要視 され た 。 冒頭 で も述べ た よ うに 、
こ の 『大 日経

疏』の 記述か ら 、 娑羅樹王 仏 とい う仏 と開敷華王如来 を 同体 と見な し、娑羅樹

王 仏 の 展開 を開敷華王如 来の それ と論 じ られ る こ と もあ る 。 ま た 、 「離垢慧菩

薩所問礼仏法経』 （r大正1　 14p ．698） に は 、 胎蔵系の 四仏の 名 、 毘盧遮 那が み ら

れ 、 さらに 娑羅樹王の 名が見 られ る こ とか ら 、 娑羅樹王 をもっ て 開敷華王 如来

と見做 し 、
こ こ に胎蔵五 仏が具備する とす る主張 もある 註 （lx。

　 『離垢慧菩薩所問礼 仏法経』（r大正 』 14p．） にみ る 十方仏

東方阿閤

南方宝相

西方無量寿

北方微妙声

東南因陀羅鶏都幢王

西南宝遊歩

西北娑羅因陀羅王

東北 無量幢

上方智光

下方毘盧遮那

しか し 、
い くつ か の 密教経典に は 開敷華王 如 来 と娑羅樹王 仏の 両尊を 、 違う
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尊格 と して 併記する例が 見 られ る 。

　 まず 、 『文殊 師利 根本儀軌経』 に は 、
こ れ ら両尊を 同 じ尊格群 の 中 で 説 く個

所が ある 。 第四 章で は パ タ （画像） に説 かれ 、 八 如来 とい う
一

つ の 尊格群の 中

に両尊 は見 られ る 。 第三 十七 章で は、 過去 よ り法 を伝 えた諸尊 と して十六尊が

挙 げられ 、 開敷華 王如来 は筆頭 に示 され る 。 続 い て 娑羅樹王 仏 と続 く。

　次 に 、 「文殊 師利 法宝 蔵陀 羅尼経』 と 、 そ の 異 訳 で ある 「文殊 師利宝蔵陀羅

尼経』に は 、 開敷華王 如来 と娑羅樹王 仏の 両 尊 を 、 礼 拝の 対象 と して 別な尊格

と して 扱 っ て い る 。

『文殊 師利法寶蔵陀羅尼経』（r大正』 20p ．796a）の 例

敬礼　娑羅王 佛

敬礼　開敷華王佛

敬礼　寶幢佛

敬礼　阿弥陀仏

敬礼　無量 寿智佛

敬礼　 山王 佛

敬礼　作 日光佛

敬礼　極安穏佛

敬二礼　　善口艮｛弗

敬礼　法幢佛

敬礼　光髪佛

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

梵

梵

梵

梵

梵

梵

梵

梵

梵

梵

梵

娑禮捺羅羅惹

三 矩蘇弭多

羅旦曩計都

阿弭多婆野

阿弭多　　嬢袰

勢禮捺羅惹

爾萠迦羅

蘇乞 史麼

蘇斉旦羅

達麼計都

不禮婆麼里

　 こ れ ら複 数の 例が示す よ うに 、両尊 は 違 っ た個性 を持つ 別 な尊格 と して 説か

れ礼拝の 対象 と され て お り、 両 尊 を直 ちに同体 と見る こ とは で きない で あろ う。

娑羅樹王 の 展 開を もっ て 開敷華王 如来の それ とす る に は 、 些 か 無理 が あ る よ う

に思 える 。

　 『大 日経疏』の 「娑羅樹 王華 開敷」 と言 う記述に つ い て 、 筆者は現段階で は 、

開敷華王 如 来 と言 う花の 開敷 を イメ ー ジ した尊格 に 、 釈迦 入滅時の 象徴 で ある

娑羅樹が結びつ け られ記述 され た もの で あ り、娑羅樹王 仏 と言 う尊格 を開敷華

王 如来 と同体 と して い る の で は な い と思 っ て い る 。

　い ずれ に して も、 開敷華王如来と娑羅樹王 仏 とは併記 され る こ とは あ っ て も、

完全 に 同体の 尊格 とは言えない 。
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密教経典に説かれ る開敷華王如来につ い て （飯塚）

　（5）開敷華王 如来の 真言

　開敷華王 如来の 真言 は 、現在 まで 我が真 言宗 に 伝 わ る真言で あ る 「ノ ウマ ク

サ マ ン ダボ ダ ナ ン　バ ン バ ク ソ ワ カ （Namab 　samantabuddhanarp 　varp 　vab 　svaha ）」

で ある 。
こ の 真言 は 『大 日経 』「秘 密八 印品」 に説 か れ る もの で ある 。 同尊の

真言 は 、 現在 まで に こ の 真言が伝 わ る の み で ある 。

　 『文殊師利根本儀軌経』第二 章 には 、 四十
一
種類 の 真言 が説かれ る 。 そ の 中

につ ぎの 開敷華王如来の 真言が 含まれ る 。

　献花真言　（Vai．p，18　S5stri．p．28）

　　 namab 　sarvabuddhanam 　apratihata ≦Asananarn 〆 nama りsalpkusumita −

　　 rajasya 　tathagatasya ／ tadyatha − kusume 　kusume　kusumadhye

　　 kusumapuravfisini　kusumavati　svaha

　　 無碍 な る教 えを説 く
一

切 諸仏 に 帰命 し奉 る 。 開敷華王如 来に帰命 し奉 る 。

　　す なわ ち… …花 を持つ もの よ
、 花を持 つ もの よ 、 花 に 富ん だ もの よ

、 花の

　　 城 にすみ 、花 を持つ もの よ 、
ス ヴ ァ

ー ハ
ー

　こ の 真言 は 、 曼荼羅造壇法 の 前 に説か れ る 、 献水 、 献香等に続 く献 花の 真言

で ある 。
こ の 真言は 、 sa叩kusumitar…ljaあ るい は kusumavatiとい う語が含 ま

れ 、 開敷華王如 来の 固有 の 真言 と見 る こ とが で きる 。 kusmEvati と は 、第
一

章

で 説 くと こ ろの 開敷華 王如 来の 世 界で あ る 開華世 界 kusumavati−lokadhatuの

こ とで あ り、 また こ の 世界 は文殊菩薩の 本 国で あ る。

　 また 、 「金剛手灌頂 タ ン トラ 」 い お い て も、 開敷華王如来の 真言 が 見 られ る 。

説 か れ る箇所は 、 四 仏以 下 、 諸尊 の 真言 を説 くもの で ある 。 真言は 『文殊 師利

根本儀軌経』の もの とは 相違する 。 なお 、 印相 も合 わせ て 説か れ る 。

　　 『金剛手灌頂 タ ン トラ』に説かれ る 開敷華王 如来の 真言

　　 二 手 を合掌 して 、 挙 げて 、安ずるの が 、 寶幢如来の 印で ある 。 真言に 、

　　 namab 　 sarvatath 且gatebhyah 　 sarvamukhebhyah 　 sarvathatriratnanir

　　jata　harp　harp　svaha ／

　　 その 印 よ り 、
二 大指 を屈 して 、側 に支 える の が 、 開敷華王 自在如来の 印で

　　 ある 。 真言 に 、

　　 namah 　 sarvatathagatebhyab 　 sarvamukhebhyab 　 sarvathAjhanasam −

　 　 bhava　svaha ／

　　 ＊ 以下 、 無量光 、 不動 、 尸棄、 毘婆舎、 毘 舎浮 、拘留孫、大転輪の 印言が続 く。
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　先述 の よ うに 、 開敷華王 如来の 真言 とい え ば 、 我が 国の胎 蔵法 に伝 わ る 真言

（八 田幸雄 r真言辞典』真言 N 。．888 ）が挙 げ られ る 。 胎蔵 法は 「大 日経』を典拠 と

して い る た め 、 こ こ で 『大 日経』に説か れ る 開敷華王如来の 真言が説か れて い

る とされ る個所 を、検討 してみ たい 。

　胎蔵法 に説 く主要 尊の 真言 は 、 「秘 密八 印品」 に 見 る こ とが で き る 。 しか し

「秘密八 印品」に は
、 真言 は説 くもの の

、 そ れ に対応 する尊名は 記 され て い な

い
。 『大 日経疏』 に よ れ ば 、 「秘密八 印品 」 に 説 か れ る諸 印言 と 、 漢訳 『大 日経』

に 於て その 直前に 説か れ る 「入秘密曼荼羅位品」に説 く諸尊を対応 させ て い る 。

つ ま り、 経 自体に は 明確 に示 され な い 諸印を 、 特定の 諸尊 と対応 させ た の は 、

『大 日経疏』の 解釈 で ある こ とが わ か る 。 『大 日経疏』 の 他 に、 『広大軌』『攝大

軌』 もこ の 解釈を とる 。 しか し 、
こ の 「秘密八 印品」の 諸真言 を直ち に開敷華

王如来を含め た八 尊の 真言 と見る こ とはで きない で あろ う。

　以 上 の よ うに 『文殊 師利 根本儀軌 経』 『金 剛手灌頂 タ ン トラ 』 に 説か れ る 、

開敷華王如 来の 二 種類 の真 言が 、 こ こ に確認で きた こ とに なる 。

ま　 と　 め

　開敷華王 如来 は 、 胎蔵系 曼荼羅の 中心 を形成す る主要 な尊格 に もか か わ らず 、

ほ とん どそ の 具体的な姿は知 られ て い なか っ た 。 しか し、 今 まで研 究の 進 ん で

い なか っ た 「文殊 師利根本儀軌経』を始 め 、数種の 密教経 典に は 同尊の 系譜を

示すい くつ かの 重要な情報が内包 され て い た。

　以上 の こ と をま とめ て み る と
、 まず第

一
に 、 開敷華王如 来 と文殊菩薩 との 強

い 関係が 認め られ る こ とが挙げ られ る 。 『文殊 師利根本儀軌経 』『金剛手灌頂 タ

ン トラ 』両経 共 に 開敷華王如来は 文殊菩薩の 本 国主 と して 描写 され て い た 。 ま

た 、 布 に 描 か れ る パ タ （尊像画 ）に お い て も 、 同 じ く 『文殊 師利根本儀 軌経』

『金剛手灌頂 タ ン トラ 』に 説か れ 、 両尊 の 関係 を端的 に表 して い た 。

　こ の 開敷華王如来と文殊菩薩の 両尊の 強い 関係は
、 開敷華王如来の 系譜 の 解

明に重要 な 手掛か りとな るで あろ う。 また 、 経典間の 関連 を探 る うえで もこ の

関係 は大 きな鍵 となる 。

　第二 に 、 曼荼羅 の 中心構 造 を担 う四 仏体系の 中に 開敷華王如来は組み込 まれ

て い る 。

（504 ） 15

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

密教経典 に説かれ る開敷華王如来 に つ い て （飯塚）

　開敷華王如来 は 、 『文殊 師利根本儀軌経』第二 章、 「
一

字仏頂輪王 経』 「大法

壇 品」にお い て 四 仏の 観念 の 中に 組み 込 まれ る 。 しか しまだ こ の 時点で は完全

に 曼荼羅の 四 仏体形 の 中 に組 み 込 まれ た と言えな い
。 『金 剛 手灌頂 タ ン トラ』

に 至 っ て 、 開敷華王如来を含め た 四 仏が 曼荼羅 の 構 造 と して 確 立 し、 それが

『大 日経 』 に受け 継が れ て い く様子 が 見 られ る 。
こ の よ うに 、 開敷華王 如来は

『大 日経』系の 四仏の 展開に密接 にか か わ るの で ある 。

　第三 に 、 開敷華王如来の 展開を探る うえで しば しば重要視 され た 、 『大 日経

疏 』に記 述 され る とこ ろ の 「娑羅樹王 開敷華王 」の 表記 に つ い て は、 開敷華王

如 来 と娑羅樹王仏 の 両 尊が 、 複数の 経典お い て 併記 され る例が示すよ うに 、 同

体と は 言い 難い
。 しか し 、 同 じ尊格群 に 属す複数の 例 が示す こ とな どか ら勘案

す るに 、
一 定の 関係 は予想 され る もの で あ る 。

　第四 に 、 『文殊師利根本儀軌経』『金剛手灌頂 タ ン トラ 』の 二 経にお い て 開敷

華王如来の 真言が認 め られ る 。 従来 、 我 国の 真言宗の 胎蔵法に伝わ る 開敷華王

如来の 真言は 『大 日経疏』の 解釈の もの で あ り、 固有の 真 言 とは言 えな い 。 こ

こ に 、 開敷華王 如来の 二 種類の 真言 が確認で きた こ とに なる 。

　第五 に 、 開敷華王如来が経典 に説かれ る場合 、 そ の ほ とん どは 『大 日経』に

関係す る と思 われ る初期密教経典で あ っ た 。
つ ま り、 開敷華王如来 は 『大 日経』

系の 尊格で あ り、 初期密教 の 尊格で ある と言え る。

　開敷華王如来の 起源 に つ い て は い まだ分 か ら な い 部分が多い が 、 樹 木神信仰

や 、 密教 に於 け る文殊菩薩 の 展 開 と も密接 にか か わ る だ ろ う。 また 、 主に 四 仏

の
一

員 と して 発展 して きた 開敷華 王 如来 で あるが 、 『大 日経 』以 降 はそ の 姿 を

消 して しまう。 そ の 役 目が他 の 尊格 に取 っ て代わ られ た の で あろ うか 。

　 こ れ らの こ とにつ い て は 、 文殊菩薩 との 関係 、 娑羅樹 との 関連 等、 い くつ か

の ア プ ロ ーチ が 考え られ るが 、 今後の 課題 と した い
。

註

（1）『大正 』 39P ．622c

　　南方 、 娑羅樹王 華開敷仏 を観ぜ よ 。 身相 、 金色に して 、 普 く光明 を放つ
。

　　離垢三 昧に住す る ご と き標相 な り。 菩提心の 種子 よ り始め て 、大悲の 万

　　行 を長用 し、 今、遍 覚の 万徳 開敷 を成す 。 故 に 以て 名と成す。 離垢 は 、

　　 すなわち大空の 義 な り。
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（2）現在 まで の 、 開敷華王 如 来 に対す る 言 及 は主 に次 の 通 り

　頼富本宏 『密教仏の 研 究』p．81

　　 〜そ の 中で 無視で きない の は 、西北方の 沙羅因陀羅 （Salendra？） と下方

　　 の 毘盧 遮那 （Vairocana）で ある 。 前者 の 沙羅 因陀 羅如来が 、 大 日経疏

　　 な どで 開敷華王 如来と 同
一

視 され る沙羅王 如来 と異 な らな い とすれ ば、

　　 大 日経胎蔵曼荼羅で 南方 を司る 開敷華王如来 も 、 上記 の十方仏 中に認 め

　　 られ る こ とに な り、 次 に取 り上 げる毘盧遮 那 と合わせ て 、

一
般 に い う胎

　　 蔵五仏が具備する結果 となろ う。

　松長有慶 『密教教 典成立 史論』p ．125

　　 この 開敷華王 如来が微妙声 と関係 を もつ か い なか は明確で ない 。 実 叉難

　　 陀訳 の 大宝積経巻 58 の 文殊師利授記会第十 五 に は
、 集吉祥王 （東）獅

　　 子勇猛奮迅 （南 ）摩尼積王 （西 ）沙羅起王 （北 ）の 四 仏 を記 す 。 また開

　　 敷華王 如来は沙羅樹王 と も呼ば れ て い る 。 もし こ の 沙羅起 王 が沙羅樹王

　　 と等 しい とすれば 、 開敷華王如来 を北方に 置 く配置 もあ っ た と考え られ

　　 よ う。

（3）図像表現 に 関 して は 、 次 に 詳 しい
。 石 田尚豊 『曼荼羅の 研究』東京美術

　 昭和 50

〔4）『金 剛手灌頂 タ ン トラ』（東北 No．496 大谷 No、130 ）

　　 bPhags　pa 　lag　na 　rdo 　rje 　dba 丘　bskur 　babi　 rgyud 　chen 　po

　 　 tr：Silendrabodhi／Ye　Ses　sde

  酒 井真典 『大 日経成立 の 研 究』

（6）「具縁 品」 「大正 』 18p ．5a

　　 行者次於 中　定意観大 日　 處白蓮華座　髪髻以為冠　放種種色 光　通身

　　 悉周遍　復當於正 受　次想四 方仏東方號寶幢　身色如 日暉　南 方大 勤勇

　　 遍覚華開敷　金色放光明　三 昧離諸垢　北方不動佛　離悩清涼定西方仁

　　 勝者　是 名無量寿　持誦者思惟　而住於佛室

　 「入秘密曼i荼羅位品」『大正』18p36c

　　 内現意生 八葉大蓮華王 。 拍莖 敷蘂綵絢端 妙 。 其 中如 来 。

一
切世 聞最 尊特

　　 身 。 超越 身語意地至於心地 逮得殊勝悦意之果 。 於 彼東方宝幢如来 。 南方

　　 開敷華王 如来。 北方鼓音如来。 西 方無量寿如 来 。 東南方普賢菩薩。 東北

　　 方観 自在菩薩 。 西南方妙吉祥菩薩。 西 北方慈氏菩薩 。
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